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分割表の解析

2020/4/27 JMP実習②

脚気論争
⻑期航海において脚気患者が続出

⾷事内容を変更し、同⼀航路で訓練航海

洋⾷にすれば脚気は減る︖
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⾷事
脚気の発⽣

合計
あり なし

洋⾷ 14  (4.2%) 319 333
⽶⾷ 169 (44.9%) 207 376
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⾃分でデータを作成
ファイル＞新規作成＞データテーブル
脚気、⾷事は名義尺度、⼈数は連続尺度

⼆変量の関係
⼈数を「重み」に
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不必要な割合は消す

列プロパティ＞値の順序
⼀番上が参照⽔準になる
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表⽰内容が変わった

練習①
⾷事によって脚気発⽣割合は変わらない

という帰無仮説に対し、⽚側2.5%（両側
5%）⽔準にて以下の検定を⾏ってみよ。
カイ⼆乗検定
Fisher直接確率検定
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CSVファイルを読み込む 9

正しい尺度に変更
 連続尺度︓年齢、BMI、⾎圧
 順序尺度︓改善/不変/悪化のような順序性あり
 名義尺度︓あり/なし、術式A/B/C
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分割表をかく①
分析 ＞ ⼆変量の関係 を選択
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分割表をかく②
結果(stroke)を「Y, ⽬的変数」に

治療(offp)を「X, 説明変数」に
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分割表と検定結果
度数

列での%
⾏での%
全体での%

が表⽰
カイ⼆乗p値
Fisher検定p値

 左 or 右⽚側検定の
⼩さいほうを2倍
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リスク差、リスク⽐、オッズ⽐

相対リスク︓リスク⽐
割合の2標本検定︓リスク差

14

「イベントあり」
の⼊⼒内容

分⼦におく
治療群
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リスク差、リスク⽐、オッズ⽐
オッズ⽐

リスク差
「イベントあり」

の⼊⼒内容を選ぶ

リスク⽐
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練習②
サンプルデータについて、

リスク差、リスク⽐、オッズ⽐と
それぞれの信頼区間を求めよ
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データの準備
Stroke を右クリック

列プロパティ ＞ 値の順序 をクリック
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イベントあり を⼀番上にする
値の順序 にて 上へ移動 をクリック
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ロジスティック回帰の実⾏
分析 ＞ モデルのあてはめ を選択
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アウトカム (stroke) の選択
列の選択 にある(アウトカム)をクリック
役割変数の選択 にある Y をクリック

⼿法が 名義ロジスティック になったことを確認
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オッズ⽐を調べたい因⼦を投⼊
列の選択 にある (治療法) を選択
モデル効果の構成 にある 追加をクリック
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調整因⼦(交絡因⼦)を投⼊
前スライドと同じ

興味のある因⼦も調整因⼦もモデル上は同じ扱い
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解析結果
パラメータ推定値 に表⽰

︖︖︖︖︖
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オッズ⽐を表⽰する
名義ロジスティックのあてはめ 脇にある

▼をクリック
オッズ⽐を

クリック
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練習③
ロジスティック回帰モデルを⽤いて、

年齢を調整した、治療効果のオッズ⽐と
その95%信頼区間を求めよ。

オッズ⽐ 0.49 (95%CI: 0.24-1.01)
治療群のどちらが分⼦・分⺟かに注意
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治療群のオッズ⽐

年齢のオッズ⽐
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尺度を変える
説明変数に加える変数について、

カテゴリカルなものは0/1で⼊⼒して
連続尺度とする
“0”に対する”1”の場合の効果指標が計算
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モデルダイアログ
ロジスティック回帰と同様
⼿法を⼀般化線形モデルに
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分布とリンク関数を指定
例えばリスク差回帰
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分布とリンク関数を指定
例えばリスク⽐回帰
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分布とリンク関数を指定
例えばロジスティック回帰
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パラメータ推定値
ロジスティック回帰の例
対数オッズ⽐が推定値として表⽰
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カスタム検定①
好きな組み合わせを検定
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カスタム検定②
推定値と標準誤差、P値が計算

信頼区間は表⽰されない
「推定値±1.96×標準誤差」を⾃分で計算

34

exp 1.84 ൎ 6.3

exp 1.84 െ 1.96 ൈ 0.65 ൎ 1.8

exp 1.84 ൅ 1.96 ൈ 0.65 ൎ 22.5
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練習④
⼀般化線形モデルを⽤いて、

年齢を調整した、
治療効果のリスク差およびリスク⽐と
それぞれの95%信頼区間を求めよ。


